平成２４年３月２４日

平成２４年度　ＪＶＡ国内事業本部　審判規則委員会　
運営基本方針　

平成２４年度審判規則委員会の運営基本方針を以下の６項目とする。

１　次世代を担う審判員を発掘し、高い技術力を持ったＡ級審判員を育成する。

２　男女共同参画をさらに推進し、女性審判員の活動を支援すると共に、審判技術の向上を図る。

３　ビーチバレーの国民体育大会正式種目採用に向けて、ビーチバレー審判員の育成を図る。

４　2012年度国内で開催される国際大会及び国内トップ競技会における、スコアラー・アシスタントスコアラー・ラインジャッジの質的向上を図る。

５　メンタル面の強化を図り、毅然とした態度で公正かつ手際良い判定ができる審判員を育成する。
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６　科学研究委員会情報処理部と連携し技術統計判定員のスキルアップを図り、客観的な判定にもとづく正確なデータの作成を目指す。


指導部：審判技術レベルに応じた適切な講習会・研修会を開催する。
（1） 若い年代の審判員を発掘し育成する。
（2） 熟練審判員のブラッシュアップを含めたスキルアップ事業を推進する。

規則部：各年代層・各種別に応じたルールの研究を進め、分り易いルールブックの作成をめざす。

登録部：ＪＶＡメンバー制度（MRS）に従って、公認審判員のMRS登録の増加を図る。B級審判員・C級審判員の資格取得者の人数を把握する。
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